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次

八
、
同
.世
紀
中
葉
|-
於
け
る
市
況
隆
替 

九
"
銀
行
と
株
式
取
引
所
と
の
接
近 

十
"
銀
行
及H

業
の
相
互
的
集
中
.

:

其
八

市
況
活
躍
"

大
景
氣
，
恐
璐
、
沈
滯
"
平
靜
の
市
況 

循
環
旋
紀
は
資
本
の
大
蒐
集
經
濟
の
大
發
達
益
.々

熾
烈 

な
る
に
伴
ひ
愈
々
繁
く
且
强
か
る
可
き
は
自
然
の
數
に 

屬
し
、’
獨
逸
の
近
世
經
濟
界
亦
此
數
に
洩

.

れ
ず
。

第
十
九
世
紀
中
葉
に
出
現
し
れる
熱
狂
的
大
最
氣
m
 

就
て
は
.吾
人
旣
に
見
たh
o

政

：治

的

紛

爭

に

依

$

永
1
 

阻
止
せ
ら
れ
た
る_

勃
た
る
企
業
的
精
神
は
、
キ
ャ

,

フ
ォ
ル
ニ
ァ
及
濠
洲
の
大
金
鑛
發
見
ビ
a 

.
銀
大
產
出
を
- 

追
隨
し
來
、れ
る
墨
其
西
部
の
大
水
.餵
鑛
發
見
ど
に
依
ぅ 

て
.突
如
勃
發
の
機
會
に
乘
じ
た
h

o
常
時
其
國
際
貨
措
：
 

關
係
常
に
順
調
を
示
せ
る
獨
逸
^'
は
.是
等
の
貴
金
屬
© 

々
ビ
し
て
流
入
し
來
6
て
"
普
魯
西
銀
行
に
於
け
る
個
- 

人
預
金
は
忽
に 
倍
加
し
、
又
^
行
の
保
有
金
銀
高
は】 

八
五 

一
¥

一
 

月
一
日
乃
至
同
年
十
月
末
に
西
五
十
萬
磷
：
 

ょ
^v

三
百
五
十
萬
破
R
增
大
し
て
貸
!:
B
業
務
の
幼
稚
な
- 

る
同
行
は
爲
す
所
を
知
ら
ず
？
茲
.に
鄭
後
に
其
比
類
を 

發
見
し
能
は
ざ
る
窮
策
.化
出
.で
、
預
金
考H

對
し
其
预
‘，
 

金
を
引
出
す
可
き
腾
吿
を
發
し
れ
办
。

.

.

.註
、
貿
易
上
の
順
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e
r Wirtschaftsbi 
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が
金
の
流
入
を
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、
又
其
逆
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der Wirtschafbbilanz

が
金
の
流
出
を
識
ふ
ど
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•世
人
の
周
知
ず
る
所
な
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ビ
雖
も
、
'輸
敗
入
の
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額
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r
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r
k
e
h
r
b
n
a
n
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の
如
何
、
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に
適
切
に

總
國
際
貨
借
：の

均

衡

の

如

何

に

拘

金

の

滩
 

.入
の
行
は
る
、
こ
ビ
?>
る
.̂
注
意
す
可
し
o.

即
ち

.
金
は
金
融
業
者
の
神
經
中
樞
に1

秫
魔
腿
的
效
果
を 

齎
&
す
の
特
質
を
具
有
す
る
を
以
て
、
縱

へ1

國
の 

爲
替
相
場
が
金
輸
入
點
に
達
せ
ず
ヾ」

も
、
銀
行
業
者 

..は

少

許

の

掼

失

を

賭

し

て

之

を

輸

入

し

.•
*

以

て

金

融 

‘
，
市

場

に

緩

和_
を
供
給
し
或
は
株
式
市
場
の
買
方
の\ 

策
戰
に
資
す
る
こ
^
あ
ぅ
^
す
o
斯
る
投
機
的
金
輸 

入

は

‘
a
育

に

於

て

屢

々
自
擊
せ
ら
る
ぞ
謂
ふ
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(withers, 

op. 

cit, 

pp. 

161 ff.)

さ
れ
ば
本
文
の
如
.| 

き
國
際
支
拂
關
係
旣
に
順
調
に
し
て
爲
稃
相
場
上
金 

の
輸
入
を
誘
致
す
る
原
闽
存
す
る
に
於
て
は
、
必

ず
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金
の
流
入
を
見
自
づ
か
ら
信
JI
-
Jの
膨
脹
を
伴
ひ
て1 

般
經
濟
界
に
狃
熟
的
影
鞞
を
與
ふ
る
の
倾
向
ゎ
办
ど

v̂
3
0
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市
況
無
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の
次
に
來
る
可
き
徑
路
は
經
濟
學
の
命
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通
6
に
現
は
れ
た
6
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物

價

企

業

利
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勞

働

賃
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企
業
刺
測
®
遒
收
入
國
家
歲
入
凡
を
著
大
の
上
迤
を
割 

せ
ざ
る
な
く
、
殊
に
勞
侧
は
此
好
機
に
乘
じ
て
北
頭
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げ
頻
り
に
资
本
に
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し
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於ける
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の
策
に
出
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れ
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し
が
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八
五
七
年
の
大
恐
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惹

起

し

、
，
物

惯

は

暴

落

し

信

用

の

礎

??
は
泐
搖
し
ゝ
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般
の
經
濟
的
秩
序
恢
復
せ
ら

れ
企
業
及
投
機
：_

に
»
虎
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刺
戟
加
は
る
の
日
を
賭
ん
に
は
吏
に
.

數
年
0

沈
滯
晞
朔
，
 

を
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過
せ
ざ
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可
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き
o

六
十
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代
に
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て
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況
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し
れ
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し
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も
な
ぐ
普
佻
戦
爭
の
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裂
す
る
に
會
し
、
1

方
消
锻
貨
物
の
大
耨
要
突
發
す
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ど
同
時
に
他
方
資
本
信
用
の
缺
乏
の
一
般
經
濟
を
腿
迫
，
 

す
る
6

6

、
經
濟
全
飢
織
破
墩
せ
ら
れ
て
浪
沌
た
る
狀 

況
を
呈
し
れ
‘

ぅ
o

然
る
に
普
魯
M

の
遂
行
し
た
る
掃
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的
大
戰
勝
を
終
結
せ
る
平
和
條
約
の
成
立
は
玆
に
獨
逸 

の
政
治
經
濟
上
の
1
:

新
時
期
を
«

し
、
大
戰
R

依
り
て 

勢
ガ
威
名V」

民
族
的
結
合
ど
：を
獲
得
せ
る
獨
逸
新
帝
國 

は
逛
に
進
み
て
怫
蘭
两
の
償
金
ニ
億
莴
磅
の
流
入
を
以
. 

て
一
般
社
會
に
無
前
の
熱
狂
的
效
果
を
與
へ
た
b

o
 

.經 

濟

界
は
未
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有

の
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を
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し
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偕
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暴
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し
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多
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の

成
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流
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投

機

及
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業

に
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を
作
れ
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獨
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濟

湯

の

|

斑

笫

十

1ー
雛
，
''
:

ニ

ニ

を
承
け
た
る
|
八
七
三
年
七
月
九
日
の
貨
幣
法
、】

A 

七
'四
年
四
月
三
十
日
の
帝
國
國
庵
紙
幣
法
敕
に〗

八
七

は
諮
.般
企
業
の
發
起
櫥
贩
の
接
«
殺
到
せ
る
を
見
る
可 

1,

八
五j

万
至
七
〇
年
央
の
十
九
ヶ
年
半
に
は
僅
.
 

に
、會
11
:
總

歡

ー

一

西

九

十

五

資

本

總

額

十

1
1

辑
ー
一
百
萬
磅 

の
設
立
せ
&
れ
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
右
の
戰
後
四 

ヶ
年
半
に
は
八
西
五
十
七
の
新
會
社
の
十
六
億
丑
千
三 

_
t
b
M
.
0
の
資
本
金
を
#

&
し
來
れ
る
を
胳
た
り
o

乍
併
經
濟
界
滕
替
の
筋
書
通
り
に
も
"
商
工
業
會
社 

の
^
散
破

&
雅

^

織̂
は
.】

八
七
三
年
以
後
類
々
ど
し 

て
踵
を
接
し
‘、
長
き
躊
躇
試
驗
の
時
期
之
に
追
從
し
來 

れ
彡

o;
然
れ
ど
此
沈
靜
時
代
こ
そ
惜
に
經
濟
界
の
根
本 

的
覺

_
を
促
し

"
之
に
訓
ふ
る
に
堅
實
な
る
企
業
經
.營 

の
尊
重
す
可
き
こ
マJ

を
以
て
せ
る
も
の
に
し
て
、
同
國 

上
下
最
大
の
努
カ
は
專
&
全
經
濟
紐
織
を
改
善
完
久
土
な 

&
し

IT
る
方
而
R
傾
倒
せ
ら
れ
た
，

CNO

次
に〗

八
七
一
年
以
降
リ
丨
，サ
ー
博
士
の
爾
ゆ
る' 

通
貨Z

a
M
u
n
g
s
v
e
r
k
e
h
r

の
方
面
に
於
け
る

施
設
を
瞥 

見
す
れ
ば
"
金
を
基
礎
ミ
.せ
る
綠I,

的

通

貨

.制

度

は

先
 

づ
一
.八
七
.
1年
四
月
十
六
:9
の
帝
國
：憲
法
第
四
條
及
之

?1
年
三
月T

"

四
W
の
#
行
..法
の
實
施
に
.依
4
て
^
成
を
' 

見
た
b

o
殊

に》

八
七
五
#
の
鈒
行
法
に
準
據
し
て
® 

年

1

乃
二 

H
を
以
て
創
設
せ
ら
れ
^
る
：帝

國

龈

行

は

管

： 

.に

事

實

上

唯

一

の

統
1
的
銀
行
昝
發
行
機
關
た
る
使
命 

を
擔
へ
る
に
北
ま
ら
申
し
て
、
英
蘭
銀
行
の
小
數
支
店

「 

制
の
踏
を
襲
は
中
漸
次
全
國
に
亘
6
て
.五
71
有
佘

'の
大 

支
店
網
を
張
^V 、

謂
ゆ
る
预
金
振
替
の
樞
座
ビ
し
て
全
：
 

國
商
エ
業
全
祉
會
^
密
接
な
る
金
融
關
係
を
關
拓
す
る
ノ 

に至れ。

：

；

, 

. 

■
:

独
、
獨
逸
帝
國
の
統1

的
通
貨
制
度
完
成
に
至
れ
る
、

.

政
治
的
經
濟
的
徑
路
は「

帝
國
銀
行
一一

十
五
年
史J 

及

リ

ー

ナ

ー

傅

士

の

名

著
^
明
な
&
0(

1

 ̂Re
T

 

chsbank, 

IOC
7
6
-
I
9
0
P
P
P

V;
I
4
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2
I 

Riese

JIa. 

p
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1
2
/

«5)
茲
に
'

1.

貪
す
可
き
は
、
右
の「

帝
國
報

' 

行

ニ

十

五

：部

史
」

の

英

譯

は

單

に

T

九

〇

九

年

六
 

•

"月」

日

0
銀

行

法

改

正'疋
文

を
if
加

せ

：る®
み

な

、

ら
ず
、
間
年
ま
で
に
行
は
れ
れ
る
新
事
實
を
凡
て
傍
註 

'£
し
て
添
附
し
而
目
を
一
新
し
た
る
事
»
な
^
ヾ

」

す
？

1

八
七
三
年
の
獨
逸
に
於
け
る
恐
慌
商H

業
諸
企
業 

の
崩
鐵
の
與
へ
た
る
慘
害
ど
敎
訓
ビ
は
正
に
1
八
六
七 

年
土
崩
倒
*
し
て
怫
蘭
西
全
土
を
驚
倒
せ
し
め
杉
る
ク 

レ
デ
*
モ

ビ

リ

エ

の

與

べ

た

る

慘

害

？

敎

»|
|
.
.
ど

に

似

た

一 

b

o
而
し
て
リ
ー
サ
ー
博
士
は
其
建
設
的
及
破
墩
的
效 

果
の
双
方
に
刮
眼
を
開
き
て
詳
論
大
に
努
め
つ
>
P
P 

vj

雖
も
"
後
潜
の
失
政害

！
？

を
批
難
し
て
完
膚
な
か
ち

し
め
た
る
も
の
に
ア
ィ
力
ル
ド
の「

ク
レ
r

®

fピ
ジ
エ 

十
六
年
史 j (Aycard, 

Histoke 

du 

c
r
w
.̂
t IMObilierJ j  

100
5
2丨18

6
7
)：

あ

る

が

如

く

"

前

潘

の

流

布

し

れ

る

慘

窖 

を
極
論
せ
'る
も
の
に
法
學
の
泰
斗
ィH

リ
ン
ダ
敎
授
の
一
 

「

法
の
目
的」

(Iheling, 

D
e
r

 Z
w
e
c
k

 i
m

 

JR-echt )

あ 

|

り
悲
調
慨
然VJ

し

て

「

無
謀
無
策
の
是
等
數
百
の
投
機 

的
株
式
會
祉
が
尊
重
す
可
き
秘
有
財
產
を
踩
躪
し
た
る 

危
害
慘
毒
の
熾
烈
な
る
は
、
正
纪
大
火
饑
補
凶
作
大
地 

震
娥
僦
暴
敵
祖
國
占
輝
の
相
合
勢
し
て
國
民
の
繭
利
繁

镇

九

卷(
：一

四
四
九)

0

赞

を

荒

癥

せ

し

め

た

る

ょ
^N

も

®
し

€
す

ぞ

高

調

す
o
’ 

? 

Iナ
ー

傅

士

が

敎

授

$

大

著

を

害

：ふa
o
の

じ

吝

み

た

 

る

が

如

く

、

橫9
消

極

の

雨

端

現̂

象

全

體

を

達.觀
し

- 

て

後

に

下

す

可

き

學

問

的

論

戰

ど

し

て

は

見

る

可

ら

ず

 

ど

雖

：
も

、

其

一

世R
流

し

ft
る

害

毒

の

程

度

を

知■
る

可

- 

し

。 (Rieser'a. 

a. 

p SS
-
4
4-

S
O
}

實

R
本

著

書

の

 

論

ず

る

如

く

一
 
八

七

三

年

の

恐

慌

が

與

ぺ

た

る

敎

訓

極

 

め

て

貴

重

な

る

も

の

あ

ぅ

、

獨

逸

に

於

け

る

爾

後

堅

實

 

な

る

經

濟

的

大

發

展

は

流
.源
を

之

に

掬

め

る

も

の̂す

o 

其

九

從
來
株
式
會
社
の
經
營
し
來
れ
、る
鐡
逍
幹
線
綱
が
皞 

事
竝
に
財
政
上
の
理
由
ょ
り
國
有
國
營
の
制
度
に
改
め 

ら
る
'
>こ
ビ
、
な
り
、

|

八
.七

九

年

を

以

て

買

收
R

f
 

手

せ

ら

る

、
や

、

舊

鐡

道

會

祉

.株
主
の
大
部
分
は
選
擇
- 

的
R
提
供
せ
ら
れ
た
る
鐵
遨
.公
債
に
.其
資
本
.を
放
下
す 

る
こ
ミ
を
躊
躇
し
：た
$
し
か
ば
、

1

時
的
乍
ら
放
資
0
. 

轉
換
上
i

の
.歡
響
を
齎
S
し
來
れ
ぅ
。

鐵

遨

寛

收

の

商

_

公

然

政

府

に

依

ト

て

開

始

せ

ら

令

第
十
'
!

1

號 

一
ー
3

錄

：

第
十
九
世
紀
に
於
け
み
掏
.逸
經
濟
發
達
の
、

r

斑
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九

卷

(
一.四
:/
1
〇)

_

銶

辦
十
九
1»
;
紀
1:
-於
け
る
獨
翅
經
濟
發
逵
0

斑

第
十
i

四

: 

>に
俾
.ひ
自
づ
炉
ら
鐵
道
株
0
投
機
熱
を
«|
.|
)
.
,
、
'
:
:
當
_
 

獨

逸

の
#;
株

式

取

引

所

に

は

人

氣

の

熱

狂

的

沸

騰

を

願 

し

た
s
o
.
m引

所

內

買

方

に

廻

れ

る
：：

投

機

業*'
が

鐡

道
 

株

相

場
.を
1
煽

ク

て
"
相

當
.價
格

を

以

て

.質

收

す

る

こ 

ビ

を

妒

.く

る

用

あ
6
-L
や

、

主

務

大E
マ
.
.
.
ィ

パ
.ッ
、ノ
氏 

は
.帝
國
：議
會
に
於
け
る
溃
說
中
株
式
取
引
所
を
目
し
て 

經
_
界
の
箭
草VJ

^
で
極
言
し
た
ぅ
き
？

マ
ィ
パ
ッ
ハ 

氏

の

激

越

せ

る

此

所

論

は

會

々

取

|̂
所

に

烙

印

す

る

に 

犯
利
以
外
K
中
國
家
な
く
公
共
な
き
投
機
業
溝
投
«
梁 

縱
漭
の
徒
漿
を
跳
梁
せ
し
めr

彼

等

を

し

て

r
般
II
: 

會

の
利
益
を
犠
牲
ビ
し
て
暴
富
を
攒
ま
し
む
る
W
明
の 

施
設
な
り
ど
な
し
、
斯
く
て
株
式
市
場
に
對
す
る
偏
見 

敵
到
の
空
氣
を
劍
造
し
濃
厚
な
ら
し
め
"了
ん
ぬo

實

R 

株
式
取
引
所
に
對
す
る
反
威
は
此
時
：ょ
り
益
々
«
烈
且 

1

般
的
^
な

政

府

は

遂

R
農
業
黨
の
主
張
に
聽
き 

て
，1

八
九
六
年
取
引
所
法
を
發
布
し
、
稀
々
竣
嚴
哿
烈 

な

る

：立

法

的

制

限
??
定

期

取

引

±-
ド
加
ふ
る
に
至

 ̂

P

O

就
中
1
鑛

:[
:
業
諸
株
式
を
£
期
取
引
に
£
す

を
得
ず 

>
.其
他
0
.株
式
は
.其
資
本
録
西
离
勝
，以
上
な
.る
' 

場
合
R
限
o
S :
期
耽HF 

^
上
G
得
る
皆
を
規
览
し
て
定 

期
取
引
に
.扛

擊

を

加

へ

、

又

客

|̂
に
1 -
-
し
て
は
其
營
業 

£
.屬
せ
ざ
；る
人
の
無
經
泰
無
思
廒
を
利
用
し
自
已
の

利
 

益
を
貧
る
が
爲
め
之
を
取
引
所
杓
役
機
取
引
に
誘
導
す
. 

る
を
常
7#
ビ
す
る
者
に
禁
銦
刑
及
_
金
を
戰
し
尙
公 

權
を
剝
奪
す
る
こ
ど
：あ
る
可
しVJ

規

定

し

て^.
.
#
*
資
 

の
伸
買
人
の
行
動
を
制
限
し
、
逛
に
他
方
に
於
で
は
株 

式
取
引
に
對
し
印
紙
法
及
契
約
締
結
税
を
適
用
し
、
取 

.及
仲
1只
人
に
.勝
迫
を
加
へ
て
©
借
す
る
所
な
か
-

CV 

き
。
_

「

株
式
取
弘
卵
は
典
吸
取
れ
る
公
衆
の
齊
血 

を
吐
出
さ
い
る
可
ら
す」

S
は
久
し
き
問
祉
會
R
行
は 

れ
た
る
輿
論
れ
ら
し
な
而
て
國
民
の
富
力
益
々
上 

進
し
商
工
業
發
達
し
資
本
流
動
の
必
要
愈
々
加
は
る
に 

從

ひ

、

政

府

及

.一

般

公

衆

が

始

め

て

流

動

的

資

本

の

公 

開

市

場
^
.し

て

の

株

式

取

引

所

の

必

敷

及

®:
要

な

る

職 

分

を

認

識

し

，

自

づ

か

か

取

引

所

政

策

上

に

む

幾

分

の

. 

緩
和
を
示
し
页
に
取
引
法
中
の
或
潜
が
廢
棄
せ
’ら
る
、

に
茧
ぅ
し
は
僅
に
近
年
の
事
に
係
る
。

.

註
，
惟
ふ
に
資
本
主
義
株
式
組
織
主
_

の
一
代
の
風 

潮
を
爲
せ
る
時
代
に
於
て
市
場
中
最
も
重
要
且
廣
一
 

沉
な
る
も
の
は
株
式
市
場
れ
&
ざ
る
こ
^
を
#
ざ 

る
^
同
時
に
、
株
式
市
場
の
株
式
市
場
れ
る
所
以 

は
其
盛
に
投
機
取
引
を
營
む
R
存
す
。
さ
れ
ば
定 

I
期
取
引
に
對
す
る
政
策
は
必
ず
や
當
局
智
籤
を
傾| 

倒
し
て
吝
む
可
ら
ざ
る
所
に
屬
し
、f

句
く
も
偏
見
一 

'感
情
に
擒
は
る
、
を
容
さ
ず
o
而

て

U
八

九

六

年

\

.
獨
逸
取
引
法
の
荷
酷
に
失
し
れ
る
は
言
を
俟
れ
ずI 

'し

て

、

一

方

不

確

實

の

，仲

買

人

を

驅

逐

せ

t

同

；

_

時
に
、
.
他
方
直
取
引
の
現
金
需
要
の
增
加
は
九
五
一 

.
年
中
盛
に
增
資
を
敢
行
し
允
る
大
信
用
银
行
の
取 

51
所
支
配
力
を
助
長
し
た
.る
外
"
依
然
職
業
的
投
一 

機
業
者
は
直
取
引
®
.假
面

の

下

に

盛

に

.繰

延

勘

定 

'
直
取
引
を
行
へ
るVJ

同

時

に

ノ

制

限

外

の

.證

券

に 

..
對
し
て
定
期
取
引
を
營
め
名
を
見
れ
う
9

.
語
餹
忙
依
ぅ
經
濟
學
者
ば
猶
件
必
寶
質
ぜ
ら

る

：>
0 

定
：の
場
所
を
楷
§
中
し
て
賣
買
考
が
自
由
に
交
通
し 

同
一
貨
物
の
憤
格
が
：容
舄
見
迅
速
は
均

1
せ
ん
ど
言 

る
全
地
域
を
指
稱
す

」
(

&
&•b

^
M
a
r
s
h
a
n
,

 

op, 
cit., 

p. 

3
2
4
)
，

の
.見
解
に
從
へ
ば> 
最
高
に
紙
織
せ 

ら
れ
た
る
市
場
はマ
ー
シ
ヤ
/-
敎
授
の
«
け
.る
が
如 

ぐ

株
式
：§:に
貴
金
鹰
市
場
た
、ら
ざ
る
&'
得
す
0
蓋
し
. 

國
際
的
有
價
證
券
及*'
金
獨
は
市
場
取
引
物
件
の
具 

備

す

可

き1:

般
的
需
要
'
代
替
性
放
に
移
動
容
易
性 

を
完
備
す
る
.

「

も
の
た
れ
ば
な

&OCMarsllaii, op. cit

ベ 

 ̂

S

而
し
て
貴
金
屬
殊
に
金
の
市
場
が
世
界
ギ 

同
櫥
的
.た
る
は
|5
;
に
，も

言

は

す
> 
有
價
證
券
に
至
り 

て
も
其
謂
ゆ
る
國
際
的
な
る
も
の
あ
h
て
：呔
、
少
く 

€

も
各
文
明
國
ど
同
擴
的
市
場
を
有
す
る
こ

^
j
ふ 

可
ら
ず
0
如
何VJ

な
れ
ば
國
際
的
の
有
價
證
券
に 

就
セ
は
意
信
の
利
姐
の
あ
る
あ
卜
^-
世
界
の
凡
ての 

株
武
取
引
所.

£

於
け
る
相
場
を
殆
ど
#
確
な
る
同
一 

带
填
に
維
持
す
可
ら
、
ホ
.ィ
1
ち

細

叙

し

た

令

第
十
I
 

T
I
E

-

:佛
蘭
彌
の
；#
儒
ク
ル〜

1

0
謂
ゆ
.る
：
-1
市
場
な
：が 

第

九

猞(

ー㈣
五

ご

_ 

0

.

第
十
九
世
祀̂
於
け
ネ
樹
逸
經
濟
錢_
の：【

斑



常

大

卷(
1如
運
5

雜

錄

第

十

九

墓

じ

於

f

輝
逸
經
濟
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斑

笫

十

ニ

號
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ニ
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■.
 

'

裁
定
.般
«
娘
1̂
考

：ar
b
i
t
m
g
e
u
r
0

活
動
ず
可
き
隙

一
を
生
せ
し
め
ざ
ふ
ん
ど
す
る
は
現
.今

の

.趟

勢

な

れ

忒 

な 

i
n 

(
s
e
e

 

Marshall, 

o
^
.
, 

c
i
r

p. 

3
2
7
; W

hee
l
e
r
,

 

T
h
e

 

s
t*o
.
c
k 

E
x
c
h
a
n
g
e
,

 
V

OO
I)

然 
b
ゝ
而
て
此
株
武
市 

.場
a
0

各
種
取
引
中
、
理
論
#
に
實
際
上
最
も
重
要 

な
る
も
の
は
遂
R
投
機
取
引
を
推
さ
C
る
可
&
す
0 

| 

蔻
し
取
引
所
存
在
の
第J

義
は
適：

止
な
る
酸
格
決
定 

P
rd
s
b
i
l
d
u
n
g 

及
公
定
相
場
刚 

preisnotierung 

を
爲 

| 

す
に
存
し
此
ニ
要
件
を
識
し
て
完
か
ら
ん
に
は
、
市
.
一
 

場
裡
、
市
場
騰
貴
を
見
越
し
て
先
物
を
質
は
ん
ど
す| 

る
强
氣
cr
u
u
sど
其
下
落
を
豫
想
し
て
定
期
を
賣
&
 

j 

ん
ミ
す
る
弱
氣bears V

J

の
多
數
註
文
湊
合
殺
倒
し
-

一
 

鮮
集
判
ir
の
M
.正
な
る
焦
點
を
構
成
す
る
.プ」

ど
を
要
一 

す
れ
ば
な
6

0
佐
野
博
士
が
其
.最
近
業
績
^
冠

す

る」 

に

「

取
引
所
投
機
取
引
論」

の
名
稱
を
以
て
せ
る
は 

蕺
し
此
點
を
重
視
し
た
る
も
の
^
銜
&
ざ
&

ん
ゃ
。 

我
が
取
引
所
特
許
繼
續
間
題
は
鐘
に
解
決
：せ
：ら
れ
た 

6
ピ
雖
毛
、
.將
來
何
れ
，の
0
が
取
引
所
投
機
取
引
の

.問
題
發
生
す
る
0
_
.
?吾
人
は
常
^
取
引
所
®
恥
切 

が
れ
る
は
其
投
祿
収
引
を
：營
むfc
依
^
:

V

て
完
き
こ
ビ 

を
體
し
へ
苟
く
も
一
八^

ハ̂
ヰ
®
⑩
取
引
法
の
轍
を
，
 

踏
ま
ざ
ら
ん
こ
ビ
を
要
すP 

:

'
其
十 

，

1

方
に
於
て
は
商
エ
業
間
ヽ
他
方
に
於
て
似
銀
行
及 

取

n
r
F間
の
關
係
か
斯
く
し
て
益
々
密a
織
烈
な
る
R 

從
ひ
"H

業
的
發
達
は
愈
々
高
踏
し
て

H

業
的
企
業
は 

益
-
大
な
る
設
備
®
張
の
戴
本
を
.必
黔
ミ
し
、
同
時
に
ft 

營
資
金
の
需
要
■は
長
足
に
燴
嵩
す
可
しo
此
時
に
當
6 

銀
ft
及
取
弓
所
の
合
成
機
能
が
ヽ
沉
く
新
企
業
の
設
備 

資
本
"
旣
存
の
工
業
的
企
業
の
擴
張
資
本
或
は
組
織
賴 

M
の
所
要
す
る
資
金
を
調
達
す
る
に
必
須
缺
く
可
、
b
ざ 

る
に
至
る
は
勢
の
錄
く
所
の
も
の
た
る
可
し
。
今
^
十 

^
代
.に
負
&
.せ
.ら
れ
^
る

電

氣

エ

業

を

採

ら

"
て

.
一

瞥

す 

れ
ば
此
褪
企
業U
役

：下

せ

ら

れ
ft
、る
資
本
は
漸
次
非
常 

の
巨
額
に
逯
し
，1
八
八
三
年
#:
五
1
磷
の
賛
本
を
以〉 

て
劍
設
せ
ら
れ
た
る
伯
秣

】
般

®
氣
會
It.AHgemefne

sektordtsts

丨Ge_sellschaft

は
今
や
株
式
資
本
七
西
七 

十
五
萬
磅
、
社
债
資
本
四
莨
七
十
三
萬
七
千
五
百
萬
磅 

を
有
す
な
外
三
右
十
离
破
の
公
表
積
立
金
及
殆
ど
同
额 

の
內
部
積
立
金
を
擁
有
ず
。
化
學
及
染
料
工
業
其
他
有 

f

エ
鑛
業
に
於
て
冏
機
の
資
本
的
集
中
を
見
ざ
る
な 

し
，.
而
て
從
來
«
ら
商
業
的
又
は
經
營
的
資
本
調
達
に 

關
は
纟
來
れ
る
鈒
行
企
業
は
"〗

八
七
五
年
以
降
工
業 

的
生
®
に
對
し
益
々
著
大
の
影
^
勢
力
を
及
ぼ
す
に
茧 

れ
る
^
同
時
に
、
商
工
業
銀
行
業
の
全
組
織
も
、
第
十 

九
世
.紀
に
入
ぅ
て
愈
々
著
明
を
加
へ
た
る
エ
鑛
業
の
集 

中
運
®
即
ち
合
同
"聯
合
、併
合
，
協
定
刹
益
共
同
聯
合
" 

Interessengemeiaschaften 

等
の
»:
奔
的
運
動
の
熾
烈 

な
る
に
伴
ひ
？
漸
次
箪
命
的
變
遷
を
櫞
纊
し
た
6
。
郞 

或
植
の
企
業
に
集
中
行
は
る
れ
ば
之
の
取
引
の
衝
に
立 

て
る
他
秫
の
企
業
に
於
て
も
經
營
上
の
必
要
雔
に
心
理 

的
感
染
の
結
泶
辟
ら
集
中
運
動
の
斑
に
列
し
、
，有

ゆ
る 

資
本
的
众
業
全
組
織
は
因
朵
關
係
を
保
ち
つ
、
接
«
し 

て
集
や
結
合
大
企
乘
大
經
營
の
‘狂
瀾
に
乘
じ
復
た
舊
觀

谘

九

缔(
5
五
110 

0

錄

，

を
止
め
ざ
^
?に
至
る
o
リ
I
ナ

ー

博

士

が

r

獨
逸
大
餵 

行
論」

第
五
編「

銀
行
業
及
工
業
企
業
に
於
け
る
集
中 

0.
相
3
的
影
響J

は
此
間
の
[1
係
を
詳
叙
じ
て
波
す
所 

な
し
o
思
ふ
に
製
造
業
製
鐵
業
馄
氣
エ
業
化
學
エ
業
梂 

一
炭
採
鑛
冶
金
業
等
有
ゆ
る
企
業
上
に
行
は
れ
た
る
.集
中 

結
合
の
目
的
は
、
凡
そ
自
由
競
^
が
齎
ら
す
收
利
カ
上 

の
損
害
を
輕
滅
若
く
は
.絕
滅
し
，
或
は
販
賣
條
件
を
改 

善
又
は
有
利
な
ら
し
め
ん
S
爲
す
R
於
て〗

致
す
0 

一
之
ビ
同
時
に
職
エ
組
合
又
は
勞
©
組
合
功
整
然
た
る 

™

一
 
勞
値
組
織
^
し
て
現
れ
來
ぅ
、
勞

.#
湛
の
ネ
益
を
代 

表
し
勞
働
に
對
す
る
最
恰
好
の
代
價
を
確
保
す
る
に
最 

犬
の
努
力
を
吝
ま
t'
o
三
轉
し
て
消
廣
者
を
顧
み
れ
ば 

其
組
合
を
經
由
し
集
合
的
購
買
に
依
&
て
最
善
の
條
件 

一
を
生
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法
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刺
率
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#
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目
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す
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ス
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ヒ
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銀

行
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認
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ず
、
信
用
銀
行
が
小
農
工
商
に
薄
く
し
て
專
ら
大 

企
業
^
結
合
し
遂
に
獨
逸
全
土
を
工
業
化
せ
し
め 

た
る
を
切
々
批
雛
せ
h
し

に

應

酬

し

た

る

リ

ー

ナ
 

’丨
博
士
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獨
逸
の
工
業
化
を
以
て
獨
纟
信
用
銀 

行
が
遂
行
し
た
A
ど
爲
す
は
正
鴒
を
得
れ
る
も
の 

に
わ
ら
ず
し
て
：
實
に
何
*
の
カ
も
抵
抗
す
可
ら 

ざ
る
勢
力
を
以
て
作
用
し
れ
る
极
本
的
經
濟
理
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原

因
ょ
^N

來
れ
る
も
のVJ
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ど
論
じ
^
る
は
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に
肺
腑
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徹
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可
き
至
言
れ
る
を
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ず
ビ
離
も 
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士
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努
め
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办
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エ 

業
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中
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行
界
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雙 
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れ
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を
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れ
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組
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し
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れ
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般
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益
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可
き
慧
敏
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な
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調
和
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き
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世
界
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未
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な
る
個
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中
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た
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こ
ど
な
く
、
.又
將
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遠
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會
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社
會
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に
滅
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ざ
る
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极
本
的
要
素
な
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な
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て
各
時
.代
に

適
應
せ
る
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解
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的
調
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時
代
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ら
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ず
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瓦
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猙
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瀾
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又
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史
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自
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總
て
の
人
に 

對
す
る
凡
て
の
人
の
g
gl
-
の
有
機」

B
e
l
l
u
m

. 

0
3
丨 

s.
u
m co

n
t
m

. 

oimes-; 
I
>:
論
せ
-

cs 
し
如
き
狀
態
を 

一

.今
の
世
に
殘
存
せ
し
む
る
は
斷
じ
て
近
世
文
.明
の 

.
汚
辱
お
る
可
く
"
人
類
に
遒
德
的
迦
：性
の
存
在
す 

ユ
限
办
y
各
國
體
間
に
レ
大
な
る

調

和

を

®

現

せ 

し

め

，ざ

」

る

可

ら

ずS
す
。
而
て
今
の
抗
爭
は
結
局 

j

の
大
調
和
に
到
達
す
可
き
歷
：程
な
名
ざ
ら
ん
や
0 

殊
忙
第
ー
:+
世
紀
の
初
頭
以
降
合
同
"
併
合
、
聯
合
、

\

利
益
典
同
聯
合
殊
に
後
一
ー
輕
は
エ
業
界
の
有
ゅ
る
企
業 

I

經
營
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狀
熝
を
惹
起
し
た 

6
.
0而
て
斯
る
資
本
及
勢
力
の
集
中
結
合
.
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て
は
其
生
產
上
自
家
製
品
の
供
給
を
受
く
る
企
業
上
f
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支
配
權
を
延
長
獲
得
し
,
强
大
な
s.
企
#
は
劣
弱
な
る 

多
數
企
業
を
庇
接
間
接
に
饼
合
す
る
に
依
6
て
完
し
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藍
し
是
れ
蘧
に
述
べ
た
る
が
如
く 

>
先
づ
自
B :
の
集
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膨
脹
を
行
ひ
：
外
に
延
び
て
縱
面
的
集
中
を
試
み
、
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に
進
み
て
橫
：IF
1

I

的
集
中
を
成
就
し
、
八
ロ
■

連

衡

の

實

を 

完
ぅ
す
る
も
の
な
h

o
例
へ
ば
大
製
鐵
會
社
が
管
に
採 

鑛
製
鐡
鋼
に
典
經
營
を
此
め
中
し
て
"
か
の
炭
惯
に
決 

宛
的
勢
力
を
拠
へ
る
喪
炭
聯
合
組
合
ょ
6
獨
立
せ
ん
が 

爲
に
炭
抗
を
質
收
し
て
謂
ゆ
る
浪
合
エ
業
を
構
成
す
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が
如
き
、
又
は
普
#
西
政
府
が
鐡
逍
經
營
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ど
し
て
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炭
の
大
消
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蔣
た
る
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大
炭
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の
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有
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#
し 

れ
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大
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猶
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接
近
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し
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ざ
&
ん
ミ
す
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業
潘
は
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の
販
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小
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又
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營
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な
れ
る
點
に
こ
を
力
ル
テ
ル
の
必
要
は
其
深
き 

极
胳
を
有
す」

€
論
じ
れ
る
を

?1
用
し
て
、
敎
授 

の
所
龀
は
販
賣
カ
グ
テ
ル
を
說
明
す
る
に
不
M
當

\ 

な
れV 」

も

"
生
産
力
ル
>
.
ル
の
成
立
の
极
據
を
示 

す
に
於
て
：邀
慽
な
し
ビ
爲
し
、
.随
て
ゾ
ン
パ

ぐ 

敎
授
が

S

0
力
ル
テ
が
は
唯
恐
慌
後
に
成
立
し 

時
に
®

氣̂
の
開
始
期H

當

6
て
も
成
立
す
ビ
論

0

$
 

(
1

四
2)
.七)

雜

錄

證
し
た
る
は
.首
宵
し
得
可
ら
す
€
諭
難
し
、
徐
K 

「

大
多
數
の
場
合
に
於
て
力
ル
は
必
喪
の
一 

靡

兒

た

る

か

、、

又

は

少

く

 VJ

も

必

恶

の

影

製

^

く 

は
餘
働
に
依
ぅ
て
必
然
的
に
發
生
す
る
も
の
ヾ
し 

す」
V
j

論
定
し
れ
/
^

o(Rieserr 

p
. 

2.，
o
.

 

S. 

1
4
6
)： 

吾
人
淺
學
语
ょ
ぅ
1
語
を
挟
む
を
好
ま
ず
ビ
«
も 

力
ル
テ
ゲ
も
他
種
の
企
槳
集
中
の
形
^
ビ
等
し
ぐ 

資
本
制
的
企
滎
の
經
營
ic
殆
ど
常
に
随
伴
せ
るr 

紕
織
れ
る
を
認
む
.る
に
於
て
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
必
耍 

の
.產
a
說
に
大
同
也
ざ
る
可
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
o
力 

ル
テ
ル
は
或1

、

定
期
問
"
同
種h

業
又
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四
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八
}
.
雜

ら
■れ
ざ
.る
可
ら
す
0
、蓋
し
縱
へ
同

'-
目
^.
を

'4
1
す 

^

が
ず
1

、
後
潜
は
各
自
C0
:
獨
立
を
犧
牲
ビ

せ
る 

企
繁

0-
永
久
的
且
組
織
的
则
結
に
し
て
、
必
中
し 

も
同
種
エ
業
に
腐
す
な
も
、の
れ

'る
を
要
件
€
せ 

ず
o

m
に
共
通
の
利
害
を
«
つ
を
以
て
足
る
も
の| 

な
^-
ば
な
-
0
\
。
而
し
T :
ゾ

I
ナ

ー

博

士0-
說
^]
す

一
 

る
所
に
侬
れ
ば
、
力
ル
テ
ル
が
克
く
赴
つ
.速
に
成 

立
す
る
も
の
は
、
猓
鑛
冶
金
化
學
エ
業
等
の
如
き 

原
料
货
物
を
大
量
に
生
產
す
る
エ
業
‘に
し
て
、
且

| 

既
に
資
本
的
又
は
地
方
的
に
集
中
し
た
t
少
數
の 

大
企
業
謂
ゆ
る
0
人
經
營

5
€
5
0
&
洱
2
:
1
&
€
を

以

て| 

せ
ら
る
、
工
業
な
ぅ
ビ
す
o
此
ニ
耍
件
即
ち
原
料 

貨
物
の
大
最
生
產
趑
に
少
數
の
大
企
業
の
併
稃
を 

缺

け

る

場

合

に

於

て

は

力

ル

テ

ル

の

成

立

は5 

な
る
を
免
れ
ヤ
し
で
、
殊
に
多
數
の
中
小
企
業
風 

に
散
花
せ
る
中
小
企
業
が
大
經
營
の
企
業Gross* 

a*etri'bbe VJ 
併
#
す
る
場
合
に
^
ヶ
,
J
t°̂
R
i
e
s
e
r
J 

a. 
e o. s. 147. )

以
上
長
大
の
脚
註
を
以
で
辑

者
を
累
せ
る
所
以
の
も
の
は
，
菅
k
此
集
中
形
式 

が
獨
逸
エ
業
界
忙
著
明
如
る
が
故
れ
る
'̂

止
ま
& 

す
し
て
、
此
ヵV

テ

,
の
祖
國
れ
り
之
を
エ
商
游• 

の
名
產VJ

す
る
獨
逸
の
銀
行
界
の
集
中
形
式
も
亦 

此
影
響
を
蒙
$
た
る
こ
^
尠
少
な
ら
ざ
る
も
の
3> 

れ
ば
な
$

? 

.
:

.
本
文
に
謂
ゆ
る
®
合
H

m

e言
ふ
o
浪
合
エ
.業
：
 

益
々
盛
な
る
獨
逸
の
銀
行
界
办
特
徵
は
亦
其
®
八
ロ 

銀
行
た
P

兼
營
銀
行
た

.るk
a
m
b

§:erte Oder 

gemischte B
a
n
k
e
n

に
存
す
る
事
實
を
注
意
す
可 

し
o ( vgl. -Rieser, a ： 

p 

b
. 

s, 24 )

尤
も
浪
合 

工
業
の
最
高
形
式
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
雄
®
な
る 

橫
面
的
集
中
を
完
行
せ
る
ト
ラ
ス

ト
れ
ら
ざ
る
こ 

マ
J

を
得
^
し
て
、
此
意
味
に
於
て
浪
合
的
大
經
營 

は
合
衆
國
製
鋼
食
社
CJ
皆
^i States Steel Cor

丨 

Poration
。を
最
大
な
る
も
の
^
し
て
々
米
國
工
業 

界

R
最
も
饒
穸
な
b
ビ
す
o 

.

-
.
二
ジ
ニ 

ノ
グ
ゴ
ロ
ド
は
須

&

く
言
は
ず
”

.
11
1

及
近
中
世
の
獨
逸
に
於
て
市
逆
5*M

e
s
s
e

が
當 

V

年
の
經
濟
生
活
上
如
何
小
重
要
の
役
割
を
演
じ
た 

b
し
や
は
、
大
史
家
力
.丨
ル
5
フ
ン
ブ
レ
ヒ
十
敎 

授
か
ザ
ク
セン
 

一
®
の
地

*
を
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し
.て

「

ラ

ィ
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チ
ツ
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方
%
<
1
0
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n
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稱
せ
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に
想
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思
半| 

ば
に
過
ぐ
る
も
の
6
る
可
しo (seser, 
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34.)

H

鑛
業
界
に
於
け
る
紐
織
的
地
方
的
放
に
資
本
及
勢
一 

力
的
集
キ
運
動
の
熾
烈
な
る
ビ
雁
行
し
て
、
我
銀
行
界 

の
地
方
的
竝
に
資
本
及
勢
力
的
集
中
運
動
は
間
斷
な
く 

其
行
稃
を
進
め
來
ぅ
し
が
"

】

八

九

五

年

中

"

大

銀

行 

の

堦

资

頻6
に
行
は
れ
"
萸
に
一
九
〇1

年
に
於
け
る 

恐
慌
は
小
鈒
行
の
破
綻
を
暴
露
し
"
此
機
會
に
於
て
大
一 

銀
行
.の
敢
行
し
れ
る
市
場
救
濟
の
奏
功
す
るや

"
'

銀
行 

集
中
述
泐
は
俄
然
苏
加
速
度
を
急
調
に
し
今
や
燎
原
の 

火
勢
の
如
く
其
底
北
す
る
所
を
知
ら
ざ
ら
ん
ビ
す
0
今 

餡

中

の

鋪

観

形

式

を

リ

ー

サ

ー

傅

士

に

轉

ぬ

れ

ば
、
博

第

九

怨(
！

四
五
九)

雜

士
は
先
づ
場
所
的
集
中
放
に
資
本
及
势
カ
的
集
中
に
大 

別
し
、
又

資

本

及

勢

力

的

集

中

.の

形

式

を

直

接

的

集

卟 

放
に
間
接
的
集
中
の
法
に
別
ぢ
、
俞
者
中
最
も
简
明 

に
し
て
獨
逸
銀
行
界
に
最
も
.通
有
の
形
式
ビ
し
て
は
資 

本
金
の
增
加
を
擧
げ
V
次

U
.は
斯
ぐ
し
て
集
中
せ
る
大 

銀
行
が
小
銀
行
及
箇
人
銀
行
を
併
合
質
收
す
る
.も
の
を 

數
へ
，
第
m

R
は
獨
逸
特
有
の
形
式
ミ
も
謂
ふ
可
き
永 

久
的
な
.る
利
益
共
词
聯
合
を
他
指
し
、
去
h
て
後
考
を 

以

て

支

經

營

z
w
e
i
g
b
e
a
e
b
e
s

又
は
經
營
の

分
散 

Dezentralisation des 

Betricbes 

に
依
々
て
勢
力
の
集 

中
を
行
は
ん
ビ
す
.る
も
-の
を
®
味
す

^
し
.
障
名
.海
合 

支
.店
、
出
張
所
及
預
金
服
0
設
置
を
配
當
し
た
り
。
斯 

の
如
く
し
て
資
本
及
勢
力
的
集
中
は
有
ゆ
る
形
式
潘
案 

の
下
に
實
现
せ
ら
れ
、
恐

璐

又

は

财

界

動

飢

ゎ

る

姆

に 

發
生
す
シ
小
銀
行
箇
人
銀
行
の
破
線
及
大
銀
行
の
集

 ̂

は
傅
指
す
る
の
傾
^
耐

へ
ざ
&

ん
芯
す
;0
1
九Q

一
.年 

の
恐
慌
に
於
て
然
り
、】

九

0
七
年
の
米
國
恐
«
時
に 

際
し
て
然
ヶ
、
近

く1

九
〇
八
年
のV

ル
カ
ン
戰
il
0
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雜
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绾
十
九
世
紀
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於
け
る
獨
逸
經
浒
發
連
の一

斑
第
十
ニ
號

際

S

て
亦
然
&
き
o
大

銀

行

は

益

、々

大

餵

行

ぬ

f

' 

集
中
遝
動
愈
令
熾
烈
な
る
^
同
時

^

，: 

}
#
.
的H

業
企 

業
.
^
.の
關
係
は
爾
今
密
拶
’
K
:織
成
さ
.れ

、

今

や

啻

に

.銀 

行
家
鈒
行
重
役
支
配
人
が
錁
行
の
利
益
を
代
表
し
て
エ 

業
詻
會
社
の
愈
役
會
に
列
す
る
の
み
な
，も
す
、
又
：謂
ゆ
. 

る
IE
業
^
の
將
師
な
p
ts.
'g
-
o
f 

r
DU
&

q
に
し

て
其
關 

係
わ
る
大
銀
行
の
取
締
會
に
椅
子
を
占
む
る
も
の
尠
な
. 

か
ら
ざ
る
に
至
れ
b

o
斯

く

て

：銀

行

界

の
51
位
膨
脹
は
. 

X
業
界
の
m
位
膨
脹V 」

提
手
し
て
：遮
る
も
の
な
き
大
It 

を
凝
進
し
ン
集
中
M
動 

K
O

'B;entratlcnsbeweg§
g 

一：の 

範
li
i
ヾ

」

速

®
.̂-
は

銀

行

及

工

業

間

の

關

係

の

厚

薄

に

依 

ぅ
て
決
定
せ
&
れ
、
銀
行
集
、中
!-
-Bankkonzentratio.n

ビ
.
 

エ
業
集
4:
»I

n
d
u
s

.s.ek§
zentration

ど
は
密
後
に
.相
因 

果
し
、
大

經

營

<
3
3各

&〖

&
6
5,の
裡
に
は
必
す
大
鈒 

行

Grossbanken.

の
潜
め
る
を
.發
見

#
,
。
伯

林

に

於

け 

る
三
大
銀
行
は
各
々
株
武
資
本
金
：.

1

千
名
碑
を
擁
有
し
：
 

總

計

1
千
ニ
苗
六
十
.一

歡
$;
乐
»;
の
.公
表
檄
立
金
及
.

)1

“ 

億
五
千
一
ー
百
ニ
.十
九
萬
磅
の
預
金
.を
苻

し

>
.
又

在

伯

林
の
类
信
用
鈒
行
の

.株

式

資

本

-

は

合

し

て

六

千

二

耳
 

沉

ホ

慕

に

逯

し

、a
立
金
及
賴
傘
0
總

額

は

各

々

：千

九

莨

五

十

六

萬

七.千
磅

及

一1
:億

四

千

三

，亩

馮

磅

に
4

る 

6.:
-'•
. 

::: 
: 

.
,
.'
'
へ

.'
:
.
:
-
:

'
-
>

'•
.

.

-'
.-
:.

茲

に

：興

味6
る

1ぃ
事
實
は
輓
近
益
.々

出

で

て

益

々

顯 

明
れ
.る
.此
經
濟
的
大
發
達
に
'會
し
最
も
保
守
的
思
M
を
■ 

因

襲

し

來

れ

る

獨

逸

貴

族

：を

福

b
て
.、
®

業

上
0
#■ 

.種

企

業
K
關

與

す

る

.を

以

て
沔
碌
な
.办
e
ず
る
從
來
の 

感
想
觀
念
を

1
31
せ

し
if
る
に
至
れ
る
現
^
な
x

t. 

げ
に
謂
ゆ
る
.藉
血

：を

血

管

に1
す

貴

族

れ.る
.
も
の
が
ィ 

其
純
類
の
如
M

输
S
.中
嫌
く
も
商
工
業
に
關
係
す
る 

は
斷
じ
て
帮
_
の
氣
品
を
失
墜
す
る
も
の
れ
6
ど
は
" 

永

く

彼

等

の

頭

腦

を

变

配

：せ

る

感

想

に

属

し

た

6

0
然

. 

る
に
如
今
資
本
.主
_
の

狂

瀾

镗

管

し

.て

我

經

濟

生

活 

更

に
'進

み

て
th
#
生
.活
の
'根

膝

を

冼

ひ

來

れ

る

や

"

近 

比
]1
莴

の

資

產.を
痕
さ
れ
.た
る
進
収
^
敢

の1:

公
®
の
、
 

如

^
は
_

f

*

®ll
のJ. 

»
要

事

業
.0
陣
頭
に
立
て
る 

の
.み
な
&
す
，
.
Sに
進
み
て
金
融
及H

業
上
の
多
數
企

業
に
關
與
し
爲
め
に
家
產
を
傾
け
て
顧
.み

す

"

世

俗

帮
 

甯
階
級
の
經
營
に
成
る
此
稱
の
企
業
を
目
し
て
王
公
合 

同
ビ
通
稱
す
る
に
觅

6
、
又
貴
族
階
級
者
が
好
み
て
謂 

ゆ
る
成
金
階
級upstart, 

E
m
p
o
r
k
5
m
m
l
i
n
g

ヾ
し®
姻 

關
係
に
入
る
の
寧
ろ
常
飯
事VJ

化
了
す
る
に
至
り
た
る 

は
、
か
の
獨
逸
.民
族
の
保
守
的
傾
向
を
知
悉
す
る
も
の 

が
驚
嘆
禁
じ
能
は
ざ
る
所
な
らVJ

す
。

1

般
市
況
殊
に
投
機
金
融
市
況
に
遞
倒
的
威
カ
を
揮 

ふ
所
の
黄
金
産
出
高
に
於
け
か
輓
近
の
激
增
，
即
ち
一 

八
九
〇
年
の
年
產
额
の1

1千
五
百
萬
破
に
，比
較
し
今
日 

年
额
一
億
莴
磅
を
超
へ
た
る
此
世
界
產
金
高
に
於
け
る 

激
增
も
"
亦
無
前
の
大
威
力
を
卒
ゐ
て
低
界
的
に
經
濟 

的
發
達
を
助
長
し
刺
戟
し
つ
、
6
る
こVJ.

は

明

白

.
な

る
 

VJ'

同

時

に

"一

國

通

貨

組

織

更

に

廣

汎

に

1

國

信

用

全 

紐
織
の
基
礎
を
構
成
し
之
が
繁
固
安
全
を
支
持
す
可
き 

文
明
國
各
中
央
銀
行
金
保
有
高
に
於
け
る
增
加
率
が
 ヽ

.^
上
':«
近
產
金
额
上
0

»
加
R

N
ひ
^
ざ
る
こv

j

も
亦 

绿

ふ

可

ら

ざ

る

事

實

な

す

。
.而
"て

此

中

央

銀

行

金

绾

九

怨(

一

四

六

こ

雜

錄

準
備
充
實
ひ
そ
各
國
殊
砖
近
年
興
常
の
經
濟
的
發
展
ギ 

遂
ザ
れ
る

獨
逸
金
融
經
濟
上
焦
増
,?
I
W究
問
題
ミ
し 

て
朝
野
上
卞
の
注
意
を
集
：め
、
不
斷
其
耽
M

充
實
策 

の
講
究
實
施
せ
&
れ
つ
ゝ
ゎ
か
所
の
も

の

な

ぅ

と

す

o 
(
.

以
上
火
略
乍
ら
へ1

八
〇
0
年
以
降
今
日
化
至
る
獨
逸 

經
濟
發
展
の
#
跡
を
迪
り
得
れ
6

?

:
: 

惟
ふ
に
獨
逸
の
國
说
經
濟
及
鈒
行
の
組
織
及
經
營
は 

各
國
少
.
く

ミ
も
當
英
國
の
實
際
界
及
論
檄
に
於
て
從
來 

屢
々
峻
烈
且
深
刹
の
疑
感
論
樂
_
見
を
惹
起
し
た
る1 

大
問
題
れ
.6
0馏
ふ
に
英
國
人
が
往
、夂
論
麵
を
加
へ
た 

る
如
き
組
織
及
經
營
上
の
缺
陷
弊
窖
は
幸
に
獨
逸
金
融 

界
の
所
有
せ
ざ
る
所
な
る
を
信
す
ミ
は
雖
も
、
銀
行
殊 

■に
信
用
銀
行
の
地
位
ば
時
に
或
は
緊
張
せ
ら
れ
或
ば
危 

|

機
を
胎
め
る
こ
ヾ

」

な
き
を
斷
定
し
得
可

&
す
。
黑411

孰 

れ
に
す
る
も
、
以
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